
TKC FX4クラウド版 複合仕訳の書き出しについて 

株式会社HAYAWAZA 

 

本資料では、FX４版 HAYAWAZA で複合仕訳を書き出し、FX4 へインポートする方法を説明します。 

※本機能は、FX4クラウド版のみの機能となっております。 

FX4ご利用の場合も、HAYAWAZAの事業所を FX４クラウド版へ変更してください。 

FX4クラウド版への変更は、「ツール」＞「事業所の変更」＞右クリックで可能です。 

 

 

1. FX4の準備 

TKCFX4にて、振替伝票用のシステム区分を作成します。 

通常の単一仕訳の区分とは別のコードでご登録ください。 

 

※同一システム区分でもHAYAWAZAで処理は可能です。 

その場合は、単一仕訳インポート時と複合仕訳インポート時で、毎回 FX４側でファイル受入レイア

ウトを変更する必要があります。 

 

 

「仕訳連携」＞「業務システムの登録」＞「登録」＞「振替伝票用のシステム区分を作成」から、 

複合仕訳用の新規システム区分を作成します。 

 

 



 

通常指定する単一仕訳のコードとは別のコードで登録してください。 

システム名などを設定し、「OK」で登録をします。 

 

 

 

次に、複合仕訳用のシステム区分の受入レイアウトを設定します。 

「仕訳連携」＞「ファイルレイアウト設定」を開きます。 

 



 

「業務を選択」＞「基本情報」＞「受入レイアウト」＞「ファイル受入レイアウトの選択」を開き、 

「レイアウト 2（複合形式）」にチェックを入れてください。 

 



 

 

これで事前準備は完了です。 

 

  



 

2. HAYAWAZA で複合仕訳をコンバートして、書き出す 

HAYAWAZAにデータをコンバートし、仕訳エディタに仕訳を表示させます。 

以下は、複合仕訳がコンバートされた仕訳エディタの画面です。 

 

HAYAWAZAでの複合仕訳のパターンの作成方法については、動画・別紙を参照してください。 

 

Youtube 【中級コース】Excel複合パターンの設定について 

マニュアル HAYAWAZAⅩ共通マニュアル（弥生会計版）p130～ 

 

 

書き出しボタン（赤色）を押下して、書き出しの画面を表示します。 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=3OzHBu3lyxE&list=PLfrh-ZiFz5oC0BwjgUEf9SV0Gvhr86jdU
https://hayawaza.plus/wp/wp-content/uploads/2021/04/hayawazaX-manual.pdf


書き出し画面の、「振替伝票形式」のタブを開きます。 

 
 

デフォルトではチェックは入っていません。 

チェックを入れない状態で書き出しを行うと、複合仕訳で作成された仕訳も、単一仕訳用に生成さ

れて書き出しがされます。 

単一仕訳用に書き出したファイルは、複合仕訳の受入フォーマットではインポートできません。 

 

  



 

「振替伝票で出力」のチェックを入れ、振替伝票用に作成したシステム区分を入力し、 

「書き出す」をクリックします。 

 

 

以上で書き出しは完了です。 

FX4への取り込みは、別紙を参照してください。 

 

HAYAWAZAⅩ差分マニュアル FX4版 36p～ 

 

 

※注意 

「振替伝票で出力」をすると、単一仕訳で生成された仕訳も、複合仕訳用のフォーマットで書き出

されます。単一仕訳と複合仕訳をそれぞれ別々にインポートしたい場合は、分けて書き出しを行

ってください。 

 

以上 

https://hayawaza.plus/wp/wp-content/uploads/2022/08/HAYAWAZA%E2%85%A9-TKC-FX4%E7%89%88.pdf

